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1248 　　　　　　　　 磁気 を利 用 した活性汚泥 法の効率化とそ の 実用化
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、
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〔目的】　活性汚泥 に よ る排水処理 法 で は、流 入負荷量 の 変動や気温変化の影響を受けやすい ため 処

理 の 安定性維持が容易で はな く，バ ル キ ン グ等の トラ ブル も散見され る 。 その た め凝集剤等の薬剤で

対処 して い る の が現状 で ある 。 そ こ で 、本 研 究で は活性汚泥法に磁気処理 を組み 込んだ排水処理 シ ス

テム を構築 し処理効率及 び実用化に 向けた操作条件の 最適化に つ い て検討 を行 っ た。

【方法及 び結果】　供試活性汚泥 の サ ン プル には味噌m 場、和菓子製造工 場、飲料水工 場の 活性汚 泥

を使用 し た 。
ベ ン チ ス ケ

ー
ル 処理装置 はアク リル製で曝気槽容量 3 ’（液量）、 通気量 3 〃lnin （1vvm ）、

水温 22
°

C に設定 した 。 磁気装置ぱ曝気槽中の活性汚泥 が、 U 時型永久磁石 の 間を比較的高速 で 通過

する循環装置で あ り毎分 u 程 の 流速 を保ち、磁石 は 8 Ogaussを使用 し回分処理 を行 っ た。 分析項目

は処理水の CC｝D、リン酸イオン，、　SV3
。
、　 MLSS をすべ て 」亘S の 分析法に基づ い て 測定 した。 結果 は

磁気の 有無に よ る両者 の 間 の COD 、リ ン 酸イ オ ン 、　 MLS9．に 差は認め られない もの の 、　 SVI の 値に

は磁気処理 に よ る改善が確認された。さらに、曝気槽容量 300eg の パ イ R ッ トス ケ
ー

ル 処 理装置 を和

菓 子 製造 工 場 に 設置 し活性汚泥処理 の 操作試験実験 を行 っ た。循環装置 を 2 系列に しそれ ぞれ

5eoOgauss の 磁石 を装備た。こ の とき循環速度は最大で 12eUmin で あ っ た 。 結果は室 内実験と 同 じ く

SVI の 値は改善された。緡環速度を最大に して 運転 した場合、磁 気処理 を開始 してか ら約 6 時間程度

で効果が確認され 、 SVI に つ い て は最大 で 3GO／o の 改善が確認 された。
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1249 油脂廃棄物の 高温 好気分解にお ける下水 汚泥 の 添加効果

（筑波大学
・応 生 化）○ 中野 和典、松村正 利

靼 的1厨房や 食品工 場で 発生 しグ リー
ス 阻集器等 に よっ て 分離除去 され る 油脂廃棄物 は

産業廃棄物 と して 焼却や埋 め立て によ っ て 最終処分 され てい る n 演者 らは油脂 の 処理 を高

温好気 づ懈 によ っ て行 うこ とを検討 してい る 。 これ までに油脂単独で は油脂 の 分解は進ま

ない が酵母 エ キ ス や 尿 素な どを適量添加する こ とで 油脂 の 分解が劇的 に 改善 され る こ と

が明 らか に なっ てい る
1）

。 本研 究では酵母 エ キ ス に代わ り油脂 の 高温好気分解 を促進す

る有効な添加 物 と して 下水汚泥 を利用する こ とを試み た 。

肪 法 お よび 結果llL 容量三角 フ ラ ス コ に木材チ ップ 140g 種チ ッ プ 5g お よびサ ラ ダ

油 15g を投入 した。 これに下水汚泥 2g 、尿素 1g お よび微量無機成分 を混合 した蒸留水

60ml を添加 して 初期含水率が 6  ％ となる よ うに した 。 通気は下面 よ り 5  ・ml ！min で行 い 、

温度は水浴 中で 60℃ に保持 した。且20 時間後に 油脂 の 残存率を測定 した結果 、78 ％ の 油脂

が分解 され た こ とが分か っ た 。
こ の 値は酵母 エ キ ス L5　g を添加 した系 で得 られ る油脂分

解率
D

と比 較 して 同等以 llで あ り、下水汚泥 が 油脂 の 高温 好気 分解を促進する 添加 物 と

して 有効で ある こ とが示唆 され た、，

1） 中野 ら、第 33 圏 目本水環境学会年会講演集、p340 （且999）。
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